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信者の自負（使徒26:24-29）
　
今日、お読みしました聖書の場面は、私がとても好きな場面の一つです。パウロというクリスチャンが、イエス様のお話をしているうちに逮捕されました。それで当時の王様の前で手錠をかけられて尋問される場面です。人間的に考えると、その王様が指一本、下に向けると、パウロは殺されるかもしれません。今、パウロはそのような状況に置かれていました。そこでパウロは、最後に王様にこのように言います。いろいろなお話をしているうちに、その王様が「あなたはわずかな言葉で私を今伝道しようとしているのか。クリスチャンにしようとはかっているのか」と少し怒って言いました。そのときにパウロが真面目な顔をして言った言葉です。「王様だけではなくて、ここにいるすべての人が、今鎖につながっていることは別にして、皆が私のようになることを願います」。今手錠をかけられて罪囚の立場で、これから殺されるか刑務所に入れられるか分からない立場です。それにもかかわらずパウロはそのように言っていました。これこそがクリスチャンの自負です。パウロは、今の状況や自分の条件、立場などはまったく構わないで、クリスチャンとしての自負を持っていました。
多くのクリスチャンの方々が、自分の状況、また才能がある人、ない人と比較することによって、いろいろなことを考えて、実際、自負を持って生きるクリスチャンが中々、見られません。クリスチャンの一番の勝利の人生のスタートは、クリスチャンとしての自負を持つことです。それなのに全く持てないで、「今の私の立場で、今の私の状況で自負なんか持てるか。自慢できるような、誇れるようなものは何一つありません」ということで自負が持てません。その結果、見えるべきものが見えないで、クリスチャンとしての次の勝利のステップが中々、踏めません。とても残念ではないでしょうか。それから、私たちの頭の中では、こうだから、ああだから、誇れないし、だから、自負など持てないのだと、自分なりに根拠を持ってお話をしているかもしれません。でも、それが全て勘違いです。今日のパウロはその代表的なケースで、これこそが正解です。罪囚であろうが、手錠をかけられていようが、立場は人間的に末端な立場であろうが、病気にかかっていようが、明日、手術を約束していようが、お医者さんから何と宣告されていようが一切関係なく、それには影響を受けないで、それによって揺るがされることのない自負です。クリスチャンのまことの自負を持っていれば、今目の前で自分を殺すことのできる権限を持っている王様、今の大統領とは比べることができないほど、ものすごい権限を持っていました。王冠をかぶっている人ですが、その人がかわいそうに見えるのです。これがクリスチャンです。それなのに皆さん、どうでしょう。実際に家庭の中で、職場に置いて、友人と知り合いと周りの親戚の方々を見たときに、肩書が上なので、私より財産があるから、学歴が上だから、立場がすごく有利なので、そういったいろいろなことによって自負など持てないまま、逆に圧倒されたり、あるいはうらやましいと思ったりしていませんか。それは周りの人が、皆さんと関わっている人々が偉いからではありません。もっと豊富で持っているからではありません。もっと教養があり、人格的に優れた方であるからではありません。皆さんが、その人には持てないクリスチャンとしての自負を持っていないからです。
そして、そのような自負を持っていないと、先ほども申し上げましたように、残念ながら次に進めません。すばらしい、新しい人生が、光り輝く人生が備えられているのに、そちらが見えません。なんと残念でしょうか。今日、ぜひパウロが持っていた自負は、パウロ個人のものではなくて、クリスチャンだれにでも神様が許していらっしゃる、だれでも持つことができる自負です。今日から、どんな立場であろうが、今の状況がどうであろうが、揺れることのない、変わることのない、そして、真っ先に優先すべきクリスチャンとしての自負を回復して、その自負のある人生を歩いていただきたいと願います。手錠など関係ありません。でも、私たちはついそのような状況だから、何を誇れるか、どうして自負が持てるかとついつい当たり前にように思ってしまうでしょう。それが実はそうではないのだということを、聖書を通して確認し、それを契約として握ってください。結局、クリスチャンが自負を持てないのは、状況、環境、立場の問題ではなく、勘違いしているからです。何を自慢の材料にするのか、何が誇れる理由なのかについて、いまだ世の中の基準から自由になっていません。それは勘違いです。皆さん、良く考えてみてください。いくつかのことを取り上げて申し上げますが、何が本当に幸せなのでしょうか。皆さん、幸せでしょうか。皆さんの周りにいる人々は幸せでしょうか。パウロは手錠をかけられ、目の前にいる人は王冠をかぶっている人です。どちらが幸せでしょうか。私たちはついついパウロはかわいそうで相手の人は幸せだろうと思っています。それが勘違いです。だからこそ、今私には自慢できるものも、誇れるようなものも持っていないので自負など持てないと思ってしまうでしょう。それが勘違いなのです。もう一度言います。自負が持てないと次がありません。神様は何かをやりなさいとおっしゃるのではなく、もう自負できる人生にあなたがたを作り変えているので、それに気づいて喜んで状況と環境と関係なく、自負を持ちなさい、信じなさいというのが、神様の願いです。それが神の御心です。
今回もキャンプに行った時に、ある食堂に入って「教会に行っていますか」と聞いたら、「はい。ああ、教会から来ましたか」と答えたので、「いや、教会に通うどころではありません。全国ツアーをしています」とお話をして、だれかが自然に「主の御心に従って生きるべき」というような賛美をワンフレーズ歌っていたら、教会に通っているオーナーの人が「主の御心に従うというのはしないといけないのでしょうが、大変で難しいですよね」と言いました。神様が、クリスチャンに大変で難しいことを指せ、それを負わせることによって重荷を与える方なのでしょうか。それは最初から勘違いでしょう。たぶん、９９％のクリスチャンが、そのような勘違いをしているので、自負など持てません。他の人に「クリスチャンになれば、こんなに自負を持って生きられる人生なのだ」とお証しできません。自分で重荷を背負っているので。それで「それは神の御心が難しいからではなくて、あなたが神様の御心を最初から誤解して勘違いしているからだ」と説明し、聖書66巻を通して、神の御心は何なのかをお話をしました。耳を傾けてよく聞いていました。これからも聞きたいということでした。神の御心は、私たちが負担を背負って頑張ることではありません。そういうことができないとご存知の上で、キリストを送ってくださいました。イエスがそのキリストです。だから、神の御心はイエス・キリストを信じることです。重荷を背負って、疲れるしかない人生からまず助かって、そこから抜け出して自由になることが神の御心です。神の御心はすべてよいものです。
それから、イエス・キリストを受け入れたあとは、そのキリスト、イエスを信じることによって、天と地のすべての祝福がいっぺんに注がれるから、その救いの祝福を心から喜んで感謝しエンジョイすることが神の御心なのです。何が難しいのでしょうか。逆に、神の御心のままに行かないのが難しいです。でも、みな勘違いしているから、信仰生活はそういうものだと、神様の願いにかなって頑張るためにはこうだと自分勝手に決めつけています。聖書はそのように言っていません。神様は、私たちが頑張れないとわかっていらっしゃいます。そして、それを豊かに味わうと自負が持てるようになります。なるほど、私がたとえ死の影の谷を歩いていても、私が貧乏であっても。貧乏が良いという意味ではありませんが、たとえ私が無学なものであっても、一切そういうことに影響されず、構わずに、めげずに「私は幸いなものだ。私は本当に最高に幸せなものだ」ということを分かっていて自負を持つようになります。幸せは何でしょうか。今までは金があれば、知識があれば、周りから愛情をいただければ、成功すれば、健康であればといったことが幸せだと思っていたでしょう。でも、人生の真相が分かれば、そのようなことは幸せの条件になれません。今まで私たちが経験してきたし、本当に素直な人は、それは幸せではないと分かります。世の中を見ていてもそうではないでしょうか。持っているから幸せでしょうか。持っているもの、持っていないものを押し付けるのが世の中です。または持つために人を踏みにじります。人間の幸せはそういうものではありません。人間は魂のある霊的な存在です。だから、魚が水の中を泳がないといけないように、木が土の下に根を下ろさないといけないように、人間というものは、まことの尊像の神様と一緒でなければいけない存在です。そのときこそ人間は幸せになれます。しかし、人は罪を犯して、神から離れ神様に会えなくなってしまい、幸せがすべて壊れ不幸な人生を送るようになりました。何をどうしても不幸な人生になるしかありません。そういう存在になってしまいました。今までの歴史がその証拠ではないでしょうか。豊かになっても幸せではなかった。バベル塔を建てるほど、技術が発展していても、人間に幸せはありません。そうではないでしょうか。それほど神を失うようになった罪というものは恐ろしい者なのです。だから、神様は私たちを愛して、私たちがまた神様と一緒になって、まことの幸せなものになるためにキリストを送ることを約束されました。そのキリストこそが神様に出会う道、すべての罪が許される祝福の救い主です。そのキリストが二千年前に十字架にかけられて、私たちの罪をすべてきよめられ、3日目に悪魔のしわざを打ち壊した証拠としてよみがえられて、今も生きていらっしゃいます。だれでもこのイエス・キリストを救い主として心から信じて受け入れるだけですべての罪が許され、運命の力から解放され、人生の不幸の泥沼から引き上げられ、神様と出会い、永遠のいのちを持つようになるのです。それでイエス様がおっしゃいました。心の貧しい者は幸いです。世の中には希望がありません。今まで頑張ってきました。よい人生、幸せな人生、家族のために頑張ってきましたが、そこに答えは、希望はありませんでした。神様しかいません。神の助け、憐れみしかありません。その道が、イエス・キリストです。心の貧しいというのは、イエス・キリストを信じることです。心の貧しい者は幸いです。そこにこそ幸せがあります。
皆さん、クリスチャンというのは、このイエス・キリストを信じて受け入れた者、天の御国を所有して、神様と一緒になっているのです。でも、幸せの基準が、今まだに勘違いの中にいると、自分が幸せだということが分かりません。他のいろいろな条件によって幸せなのかどうかが行き来するわけですから、いつ自負が持てるのでしょうか。豊かな人、富んでいる人の前でも、その人は幸せではありません。私は幸せです。幸せな者だと自慢できるのではないでしょうか。だから、自負を持てるのです。王様の前でも、大統領の前でも、ビル・ゲイツの前でも、そのビル・ゲイツがかわいそうに思われるのではないでしょうか。そのように見えませんか。クリスチャンが、自負が持てないというのは、本当は深刻に考えないといけません。なぜ皆さんは自負が持てないのでしょうか。率直に、何が理由なのでしょうか。それが勘違いです。皆さんは、「私には自慢できるようなものが、誇れるようなものが、何もありません。逆に恥ずかしいものばかりです」と言っていることとは、一切関係なく、onlyイエス・キリストにあって、皆さんは幸せな者、皆さんはもう豊かな人、それから、皆さんは義人です。だれが善良な人なのでしょうか。それに対しても、世の中の基準をそのまま持っています。誰が善良な人ですか。嘘をつかない人ですか。イエス・キリストを信じているものが、義人であり、善良な者です。だから、そのような自負を持たないといけないでしょう。大学の中で、皆さんが教えている教師の先生が、専門の知識が豊富かもしれません。でも、かわいそうな人生ではありませんか。皆さんが幸せで、皆さんが義人です。

なぜでしょうか。他の基準を全部捨てないといけません。ただ基準は、イエス・キリストだけです。だから、他のことを自慢や誇りの材料にしないでください。それはすべて勘違いです。Onlyイエス・キリストだけを誇りにして、イエス・キリストだけを自慢の基準にして、これから、自分自身、また自分の人生、残りの生涯を見て行かないといけません。そうすると、皆さんは、状況、環境、立場と関係なく、イエス・キリストによって、私には幸いな者、私は豊かな者、私は義と認められた、きれいなきよめられた聖い者と言えるし、それが自負です。自負が持てないのは、「こんなに年を取っているのに」「こんなに力がないのに」「ぴんぴんとした若いイケメン、美人と比べて自慢できるようなものがありません」「体力もあまりありません」。だから、自負が持てないと言いますが、これが勘違いです。外なるものが衰えても、内なるものは日々、新しくなる秘密、いのちの秘密を皆さんは持っているのではないでしょうか。今日のパウロの姿を通して変えてください。自分でも確認していいし、一番残念なのは、現場に行った時には、こんなメッセージを聞いたことがないクリスチャンなので、かわいそうだけれども、10年、20年ずっと一緒にメッセージを聞きながら一緒に歩いてきた皆さんの顔に、なぜ自負に輝く顔が、オーラが見えないのでしょうか。今日から変えてください。どのようにでしょうか。
イエスにあって。これが大条件です。まことの自負を回復しましょう。どのような自負なのでしょうか。皆さんが末端社員で、皆さんに給料をくれる社長がいたとしても、皆さんは罪と死の原理から、地獄の運命とすべての不幸から完全に解放され自由になりました。このような自負を持たないといけません。給料をもらいながら震えないで、その給料をくれる社長はいまだに死と罪の原理に捕らわれているということを見ないといけません。自負を持たないといけません。それを公けに大声で叫ぶとかではありません。本当の自負を持っている者は、表においてはものすごく謙虚になります。それから、大胆になります。社長が幸せでしょうか。皆さんが幸せでしょう。自分で幸せだと確信と自負を持たないといけません。あの人の給料は100万で、私は15万しかなくても。なぜそのようなことによって自負がフラフラ揺れるのでしょうかという話です。パウロは手錠をかけられ、明日、殺されるかもしれません。構いません。「王様、私のように」というのは、イエス・キリストを信じて、クリスチャンになってください。そうでないと王の冠があなたの人生を守るわけでもないし、王の冠があなたの罪と地獄の運命とあなたを毎晩苦しめている悪霊の力からあなたを救うことはできません。イエス・キリスト以外にはありません。イエス・キリストを信じなさい。自負です。イエス様はおっしゃいました。完全に解放されたと。誰でもわたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、裁きに会うことなく、死から命に移っているのです。今の肉体的条件や社会的な立場がどうであろうが、皆さんは市からいのちに移っている者です。というのは、皆さんの周りにいる人間は、どのような条件、立場、環境なのか分かりませんが、いまだに死の中にいるわけです。なぜ自負が持てないのでしょうか。これが私たちの自負です。先ほども申し上げましたように、私たちは、条件、状況などとは関係なく、天の御国を所有しているまことに幸いなもの、幸せなものなのです。皆さんの内側にこの幸せが壊れないように、何があっても奪われることがないように、皆さんの内側に神様ご自身が聖霊を通して入って来られて、皆さんと一つになっています。神殿と呼ばれるものなのです。なぜ自負が持てないのでしょうか。と言いますのは、私たちがたとえ病気で入院していても、私たちのために頑張って治療しているお医者さんと看護師さんはいまだに「あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものである」そこに属しているし、私は入院し注射を打たれていても、内側に聖霊が宿っている神の神殿なのです。なぜ自負が持てないのでしょうか。それが私たちの自負です。肉体的な条件や状況、環境によって決めつけることがないようにしてください。勘違いです。
もしかして、子どもたちがそのような部分についてうまくいって成功しなければ幸せになれない、そうしなければ人生生きていけないと思って、子どものために投資しているのであれば、私たちはクリスチャンではありません。それは偶像崇拝と一緒です。神様と一緒にいて、神様によって幸せであるわけで、成功が幸せではありません。それは別次元の話です。でも、私たちはクリスチャンでありながらも自負がないので、そういうものによって自負を持とうとして子どもにもそのように教えます。子どももみなそのようなメッセージをいただいて、教会に1週間に1度通いながら、どれだけ変わるでしょうか。徹底的に、何が自負なのでしょうか。子どもたちが、社会で成功している人々をかわいそうに思って、小さいときから彼らを助ける思いで頑張るようにしないといけないのではないでしょうか。成功することが幸せであるかのように。そこに自負があるかのように思って頑張る。それは違うのではないでしょうか。みな奴隷なのです。イエスはキリストです。皆さんこそ、まことに幸せなもの、価値ある存在、神殿と呼ばれる者、しかもいつ死んでも神の御許に、天の御国にうけいれられるように、もうすでに保証されているものではないでしょうか。すべての人が死の恐怖に捕らわれて、束縛されて生きているでしょう。私たちはその死の恐怖から自由になっているのではないでしょうか。もうハッピーエンディングは決まっていますから、それを先に見て生きているものなので、なぜそれに対して自負がないのでしょうか。だから、周りの人のレベルに合わせてやるだけであって、葬式に行ってあまりにも悲しむというのはクリスチャンの在り方ではありません。なぜ市がそんなに悲しいのでしょうか。だから、自負が持てないのでしょう。死ぬことがなぜそんなに怖いのでしょうか。私たちにとっては死ぬことは、凱旋の扉です。その自負を持ってください。死の恐怖に捕らわれて生きている人々と見ながら、心から自負を、かわいそうに思えるほど自負を持つようにしましょう。
もう一度言います。罪囚であっても、冠をかぶっている王様がかわいそうに思えるほどの自負です。これがクリスチャンの秘密です。目に見えるものによって、あまりにも惑わされて流されることのないようにしてください。イエス・キリストだけが基準です。皆さんはもうすでにそうなっています。

最後にもう一つ言いましょうか。イエス・キリストを信じた瞬間、このような存在に変えられているので、実は何を自負すべきなのかというと、皆さんの外見や立場と関係なく、皆さんがいるところ、行くところで、皆さんがイエスの名を呼ぶと、目に見えないように長い年月、現場と人を捕えていた暗やみの力が砕かれて、そこに神の光が照らされるようになっています。それが皆さんです。それになぜ自負が持てないのでしょうか。みなが偶像に溺れ、あるいは偶像を作りだしたり、流行らせたりする道を走っている中で、皆さんだけが災いを止めて、その現場を光に変えられる唯一の存在、そして、その権限、権威がもうすでに授けられているものです。それに対して自負を持ってください。私の名によって悪霊を追い出して、私のないよって病人がいやされます。誰がでしょうか。イエス・キリストを受け入れた皆さんです。だから、皆さんのことを外見と関係なく、立場と関係なく、世の光、世に塩と言われるのです。その自負を持ってください。そうでないと、私たちも何を食べるか飲むかをテーマにして、生きるために首をかけて引きずり回されながら人生を生きるしかありません。あれは奴隷です。お金があろうがなかろうが奴隷です。私たちの人生はそうではありません。そのような自負を持ってください。生きるために必死なる人生ではないという自負を持ってください。神の国と神の義を求めるために生きることが許されているものです。世の光と言われるものなのだ。キリスト、イエスにあって、この自負をぜひ回復してください。一番のポイントは、この自負を持てないようにする様々な理由、それは全部勘違いです。だから、パウロを代表にして、罪囚で手錠をかけられていても、この自負は奪われません。この自負に対して目が暗くなることはありません。これがクリスチャンです。カビを切られながらも笑います。クリスチャンは。ステパノは、石を投げられ石打ちされて殺されました。石を投げられてものすごく痛かったでしょう。死にかけていながらも、どれほど自負があったのかというと、自分を殺す人間に向かって「神様、彼らは今自分がやっていることが何かわかっていません。彼らを許してください」とお祈りをしました。なぜでしょうか。かわいそうだからです。自分をいじめる人間がかわいそうなのです。なぜいじめるのでしょうか。神様と出会っていないから。いのちがないから。そうすると、本物のいのちの前では、目に見えない悪魔、サタン、悪霊に理由されます。だから、かわいそうに見えます。ステパノは殺される立場でありながらも、今、血を流しているのですが、それとは全く関係ない自負というものを最後まで持っていました。そうすると、目はそうなります。周りがかわいそうに見えます。私のようにイエス・キリストを信じないといけないのに、イエス・キリストを信じればよいのに、信じれば終わりなのにと見えます。パウロは今そういう話をしています。王様だけではなくて、ここに来ているすべての人が私のようになってほしい。今日から、皆さんと関わりのある人、家族、周りのすべての人に対して、心から私のようになってほしいと思ってください。今本当にそう思っていますか。私はファッションもだめだし、私のようになっていいのか。イエス・キリストにある解放されている者、神の神殿となり、天の御国が保証されていて、今生きている間に、動きそのものが生きがいであり、神のすばらしい救いの計画を成し遂げられる身分、権限、権威をすべて持っている自負。あなたは私のようになってほしい。どんなに偉い人でも、どんなに心が優しい人間でも、助けてもらっている立場の人間であっても「ありがとうございます」ときちんと挨拶しながらも、心では私のようになってほしい。この借金すること以外に、手錠をかけられること以外にと言っているように。今、病気をしています。お医者さんが私をケアし、ものすごくありがたいです。「ありがとうございます」。でも、心からは、私のようになってほしい、この病気ではなくて。分かりますか。これがクリスチャンのプライドです。クリスチャンの自負を回復するように。

その時に、私たちは今まで申しあげましたように、本当の意味で聖なる人生、これは天命と言います。それに自信を持って挑戦することができます。聖なる人生は何でしょうか。世の中のために頑張るとかの次元ではありません。この世の中に本当に必要なのは、神様のみことばはイエスがキリストですよというにがみことばです。それが運動にならないといけません。皆さんの内側に今日、メッセージが入って、「イエスはキリストだ。だから、私は自負が持てる」と、これが運動になるようになって、これが他のところでも語られて、その人の心に運動になって、この人がまた違うところで伝えられるように。聖書の学びとかただの礼拝とか、キリスト教の礼拝堂を建てるとかではありません。世の中にはキリスト以外には希望がありません。しかし、イエスがそのキリストです。イエスがキリストだと、命をかけてこれを語り続ける人が求められます。自負を持っていると、このことに対して、これが聖なる人生ですが、これに対して自信を持つようになります。なぜこれが聖なる人生なのかというと、生きる理由が他の人とは聖別されて違うのだという意味で聖なると言います。食べるために、飲むために、このために、あのためにではなくて、みことばの運動のために自信を持って挑戦してください。イエスがキリストだというみことば運動が行われると、それによっていのちが収穫できるいのちの運動に発展するようになります。これが聖なる人生です。皆さんがどんな仕事、どのような立場、地域にいようが、皆さんを通して、そのすべてを用いてみことば運動、いのちの運動が行われること、これが聖なる人生です。そして、何よりこのみことばの運動といのちの運動が自分を通して行われるということを、優先順位1番に固定しないといけません。何か状況や立場が大変なので、これは今のところは難しいといった発想を変えないといけません。これは固定しておいて、今大変な問題があるでしょう。でも、これは動かないものです。そして、動かないものなので、今大変な状況に構わないで私は生きる。そして、もう一歩進んでいきますと、これが優先なので、これを通してこれを見ると大変な状況、問題が大変ではなくて、すべてこのために意味ある者でありよいものです。だから、契約を握っている者、聖なる人生を送っている者には、不幸も悪いことも一切ありません。その順番が逆になっているから、見えないだけです。病気になっているのでしょうか。大変な問題になっているのでしょうか。構いません。イエスがキリストなので、私は幸いなものです。自負を持ってください。皆がかわいそうなのです。イエスがキリストであるお証しが必要な存在ばかりです。そのために生きます。それは誰も奪うことはできないし、変わることもできない契約です。私たちの生きる理由です。まず、固定しましょう。それから、逆算してそこから見ると大変で楽しくて腹立って泣いていたそれが、実はそうではなくて美しいものに変わります。これがクリスチャンの勝利です。

そして、今申し上げました内容を持って、まずは豊かになるように祈りを始めてください。まずは深く今申し上げました内容を皆さんの心から自負が豊かになるほど、契約が固定されるほど、考えて考えてください。それから、それがなるほどとなれば、それを神様に祈ってください。そのようなことが起こるようにと祈ってください。それを味わうと言います。皆さんは十分にそれができます。だから、聖なる人生、みことばの運動、いのちの運動に対して、私はできるか、できないか、状況がああだ、こうだということは一切、無視して、自信を持ってください。皆さんは、十分できるようになっています。それで挑戦してください。まず確認をし、祈りを持って挑戦を初めていただきたいと思います。
結論を言いましょうか。自慢と誇りの世の基準が私たちにあります。それを吟味して全部ふるい払って捨てましょう。まずそこからです。それがいつも自負が持てないように邪魔します。それから、イエス・キリストだけを自慢と誇りにして基準にしましょう。その中にあって、まことの自負を自分のものとして、自分が持てるように回復しましょう。周りがどうであれ、自分自身のものになるようにぜひ回復して、本当にみことばの運動の主人公になれるようにしましょう。もう一度言います。みことばの運動は何でしょうか。イエスはキリストです。その主人公になれるように祈り、また挑戦をしていただきたいと願います。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。兄弟姉妹とともに礼拝をささげます。神様、今日も私たちにあるクリスチャンが持てる人生がぐるりと変わってまことの勝利を治めるために自負が持てないようにする勘違いを主が教えてくださいました。それを全部ふるい払い、イエス・キリストだけを基準にして、本当に世の中の人は持つことができない、そして、世の中の人を見るときに立場と環境と状況と関係なく、皆がかわいそうに見えるほどの自負を回復するように、聖霊様がみことばをもってひとりひとりに働いてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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